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ま ち の す が た

本 町 は 、昭和30.3．31美 和 、国府 、行 幸 の3ケ 村が 合併 して 長船 町 とな った 。この 町名 は古 くか ら全国 に 知 られ た備 前

長 船 の名 刀に因 ん で名づ け られ たので あ る 。

長船 町は岡山県の東 南部、邑久郡の北部にあり、東北部は備前市に南部は邑久町、西部は吉井川の清 流を境に岡山市 、赤磐郡 瀬戸町に

接 してい る 。岡 山市 中心 部 へ25㎞ 、備前 市 へ12㎞ の位 置 にあ る。概 して 平坦 で東 北部 に標 高300mの 山が あ り、年 間 雨量

1,278m、 平均 気温14.7℃ 、温 暖 な気 象条件 と美 しい 自然 に恵 まれ た住 み よい町 であ る 。

面 積 昭和58年4月 現在

総 面 積 田 畑 山 林 宅 地 そ の 他

2933k㎡ 9.515k㎡ 13.451k㎡ 2.086k㎡ 4.278k㎡

100% 32% 46% 7% 15%

年 齢階級 別人口(国 勢調査 によ る)

人 口、 世 帯 数

区分
年

人 口
世 帯 数

平 均
世帯人員計 男 女

昭30 7,632人 3,740人 3,892人 1,523戸 5.01人

40 6,956 3,362 3,594 1,601 4.34

50 7,756 3,339 4,017 2,041 3.80

58 9,477 4,626 4,851 2,594 3.65

住 民 に こ た え る行 政

住 民 サ ー ビ ス の 窓 口

行 政 機 関

住 民 の要 請 に応 え る議 会

,
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議 会 議 会

町 の最 高議 決機 関である町議会 は、16名で構成 され 、9,500人

の住 民 の意志 決定 機 関 と して その要 請 に こたえて い る 。 議会事務局 常任委員会 特別委員会

総務委員会 産業委員会 文教厚生委員会

ま ち の 財 政

昭和57年 度ー般会計決算 の状況 昭和57年度特別会計決算状況 (単位 千円)

会 計 別
57年 度 決 算 額

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険 296,228 282,317

農 業 共 済 事 業 43,440 35,832

住宅新築資金貸付事業 100,703 102,033

住宅改善資金貸付事業 2,587 593

美 和 診 療 所 20,503 20,665

老 人 保 健 事 業 23,074 22,986

水 道 事 業 100,311 86,567

町 税 の 変 化

一般会計決算の変化
(単位 万円)

区分 年度 53 54 55 56 57

歳 入 140,088 163,674 195,142 187,881 223,877

歳 出 132,365 157,373 188,436 179,713 212,600

健康 で生 きがいの ある福 祉 の ま ち

第3保 育 園 舎 す こ や か に成 長 す る園 児

老人憩の家、美和診療所併設 健康 は早 期発見、早 期治療(診 療風景)



国民健康保険加入状況

年 度 世 帯 数
被 保 険

者 数

加 入 割 合 1人 当 りの

保 険 税世 帯 被保険者

昭57 1,002 2,574 39% 27% 33,750

58 1,047 2,628 40% 27% 35,701

国民年金受給者数 昭和58年4月1日 現在

種 別 受給者数 種 別 受給者数

老 齢 年 金 688 寡 婦 年 金 8

通算老齢年金 98 遺 児 年 金 1

障 害 年 金 30
,

母 子 年 金 11 総 計 836

国民年金保険者数

年 度
被 保 険 者 免 除 被 保 険 者

強 制 任 意 計 決 定 申 請 計

昭56 903 900 1,803 32 44 76

57 881 864 1,745 34 61 95

美 和 地 区 コ ミ ュニ テ ィハ ウ ス

安全 で快適 な住 みよいま ちづ くり

衛 生 セ ン タ ー
一 般 家 庭 ゴ ミ の 収 集

地域の環境は 自分 たちの手で 豊 富な水量、良 質の水(水 源池)

昭和58年 給水状況

給 水 戸 数

給 水 人 口

配 水 量

給 水 量

普 及 率

2,346戸

8,561人

1,143,840t

708,960t

99%

住みよい環境(福 岡住宅)



通勤 に便利な赤穂線(長 船駅)
交通利便な国道二号線

交 通 事 故 ゼ ロを め ざ して

吉 井 川 の 清 流 邑久消防組合長船分駐所
有事に備える消防訓練

消防団の編成装備

団 長

副 団 長

本 部 長

指導部長

美和分団

国府分団

施設器材現有数 昭和58年4月1日 現在

行幸分団

団員計140名

自 動 車

ポ ン プ

可 搬 式

小型動力
ポンプ積

載 車

小 型

動 力

ポ ン プ

防 火 水 槽 消 火 栓

40m
20～

40m

20mm

以 下

150mm

以 下

150㎜

以 上

1 3 8 11 8 9 166 87

豊 か な産 業 め ざす ま ち

本町 の農家戸数は1,102戸 で全戸 数の45%を 点め 、未だ

町の主 力産業 の位置づけ を保 っている。農 業生産額の約6

割は米 で続 いて畜産(乳 牛)の ウエイ トが高 い。

経 営耕地1ha以 下が73%と 零細で、兼業の増加 、就農者

の高齢化、婦人化 が目立 つ。

このため米にかわる地域特産物づ くりと地 域農 業の担い

手育成が農 業再編 の課題 となってい る。
米麦の乾燥調整を一手に引受けるカン トリーエレベーター

農業経営の状況
(単位 戸)

年 次 専業農家
一 種 農 家 二種農家 計

昭45 154 336 769 1,259

50 92 80 1,021 1,193

55 102 102 898 1,102

経営耕地面積 (単位 戸)

年 次
30ａ

未 満

30a～

50a

50a～

70a

70a～

100a

100ａ ～

150a

150a

以 上
計

昭55 211 184 194 212 207 94 1,102



産 業 別 人 口
(昭和55年 調) 家蓄飼養頭数 昭和58年4月1日 現在

区 分 飼 養 農 家 数 飼 養 頭 数

乳 牛 20 539

肉 用 牛 5 223

養 豚 11 1,000

土 地 基 盤 の 整 備(東 向)

土 地 基 盤 の 整 備(三 沖)

良 質 な 長 船 米 の 出 荷

改 良 され た潅概用 水路 粗飼料自給と多頭化はかる水田酪農

商 業 昭和57年 商業統 計 工 業 昭和56年 工 業統 計

商 店 数

163

従 業 者 数

516

年 間 販 売 額

654,714万 円

工 場 数

36

従 業 者 数

836

製造品 出荷 額

1,787,788万 円

商店 で買 物 す る人 工 場 で 働 く 人 々



地 域 の 教 育 文 化 を高 め る ま ち

学 校 教 育

心身 ともにすこやかで、豊かな実践力 を養う長船 中学校 知徳体一体的に調和した人間教育をすすめる小学校

児童生徒数等 昭和58年5月1日 現在

区 分 学校数 学級数 教員数
児 童 生 徒 数

計 男 女

幼 稚 園 3 6 6 131 74 57

小 学 校 3 29 39 939 439 450

中 学 校 1 13 22 431 431 208

行 幸 幼 稚 園 舎

社 会 教 育

心 の ふれ あ う人 間 教 育 づ くり

個性 豊かに生 き、香り高い歴史文化に支え られ

た郷土 の心通 う連帯の町民生活をめ ざ して 。

中 央 公 民 館 心のふ れあ いと健康 づ くりの運動広 場施設

文 化

福 岡 城 跡 の 丘 教 意 山 妙 興 寺
黒田官兵衛父祖の墓



備前長船博物館刀剣展示室
祐定寄進の梵鐘

長船刀工菩提寺(慈 眼院)

祐定建立の「造剣 の古跡 」碑

天王社刀剣の森(靱負神社)

家形石棺露出する古墳中期の

前方後円墳、築山古墳

区分種別 品 名 区分 名 称

県

指

定

史

跡

花 光 寺 山 古 墳
町

指

定

祐定寄進の梵鐘

築 山 古 墳 広高八幡宮文字瓦

郷記
念

土物

福 岡 城 跡 の 丘

天 王 社 刀 剣 の 森

古
瓦(

文
字
瓦)


